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市
民
の
力
が
支
え
る

現
在
、全
国
で
問
題
と
な
っ

て
い
る
人
口
減
少
。
御

前
崎
市
で
も
２
０
１
０
年
か
ら

２
０
４
０
年
に
か
け
て
人
口
が

約
２
割
減
少
す
る
と
い
わ
れ
、

３
万
４
７
０
０
人
い
た
人
口
も

２
万
７
９
０
１
人
に
な
る
と
推

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
を
含
め
、
周
り
に
５

人
の
人
が
い
る
と
し
ま

す
。
人
口
が
２
割
減
る
と
い
う

こ
と
は
、
こ
の
５
人
の
う
ち
１

人
が
い
な
く
な
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
下
図
は
人
の
つ
な
が
り

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
、
５

人
の
と
き
は
10
通
り
も
あ
る
つ

な
が
り
が
、
４
人
に
な
る
と
６

通
り
に
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

人
口
が
２
割
減
る
と
、
つ
な
が

り
は
４
割
も
減
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。これ

を
放
置
し
て
い
れ
ば

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
行
事

の
実
施
が
困
難
に
な
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
。
減
っ
て
し
ま

う
つ
な
が
り
を
補
う
よ
う
に
、

よ
り
多
く
の
人
が
市
民
活
動
に

参
加
し
、
地
域
を
支
え
あ
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
超

え
、
多
く
の
世
代
で
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

人口が減少したときのつながりの変化

人口
約２割減

出典：島根県中山間地域研究センター
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② ②

まちづくりを
支える市民活動

2010 年
34,700 人

2040年
27,901 人

問い合わせ　秘書政策課☎０５３７�１１６１
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新
野
地
区
は
高
齢
化
が
と
て

も
進
ん
で
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
い
け
な
い
と
立
ち
上
が
っ
た

の
が
新
野
未
来
塾
。
新
野
に
は

多
く
の
歴
史
遺
産
や
豊
か
な
自

然
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
宝
物
が

あ
る
こ
と
を
発
信
し
て
い
こ
う

と
結
成
し
ま
し
た
。

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
多

く
の
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
は

誇
ら
し
く
も
あ
り
ま
す
が
、
新

た
な
人
が
入
っ
て
く
る
の
に

ハ
ー
ド
ル
に
も
な
っ
て
い
る
の

か
な
と
感
じ
ま
す
。「
こ
ん
な

に
多
く
の
こ
と
、
と
て
も
で
き

や
し
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
人

に
は
、
あ
い
て
い
る
時
間
だ
け

参
加
し
よ
う
と
軽
い
気
持
ち
で

一
歩
踏
み
出
し
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

新
野
未
来
塾
の
モ
ッ
ト
ー
は

「
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
町
づ
く

り
」。
新
野
を
訪
れ
た
人
が
楽

し
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
活
動

す
る
側
も
に
ぎ
や
か
に
楽
し
み

な
が
ら
活
動
し
た
い
で
す
ね
。

日
頃
か
ら
当
市
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
交
流
会
や
市
民
活
動
の
相
談
会
を
開

き
、
市
内
の
活
動
団
体
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
「
ふ
じ
の
く

に
西
部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
セ
ン
タ
ー
」
の
セ
ン
タ
ー
長
鈴
木
恵
子
さ
ん

に
市
民
活
動
の
必
要
性
と
在
り
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

人
口
減
少
に
歯
止
め
の
か
か

ら
な
い
今
、
市
民
活
動
は
地
域

を
存
続
す
る
た
め
に
必
要
不
可

欠
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
役

は
市
民
で
す
。
地
域
の
課
題
は

地
域
で
解
決
す
る
こ
と
が
と
て

も
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

一
つ
の
活
動
団
体
に
で
き
る

こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
重
要
に
な
る
の
が
協
働
相

手
の
存
在
で
す
。
市
民
活
動
で

協
働
と
い
う
と
行
政
が
思
い
浮

ぶ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
行
政

は
選
択
肢
の
一
つ
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
企
業
や
他
の
活
動
団
体
と

連
携
す
る
こ
と
で
、
思
い
も
よ

ら
な
い
コ
ラ
ボ
が
生
ま
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
市
民
団
体
と

し
て
企
業
に
信
用
し
て
も
ら
え

れ
ば
、
面
倒
な
書
類
も
必
要
な

く
継
続
し
た
活
動
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
企
業
に
と
っ
て
も

社
会
貢
献
の
新
し
い
形
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。失
敗
を
恐
れ
ず
、思
い
切
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
企
業
や
団
体
に

声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

他
の
活
動
団
体
と
協
働
す
る
こ

と
は
、
お
互
い
の
得
意
分
野
を

生
か
す
こ
と
で
双
方
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

団
体
同
士
が
結
び
付
き
、
日

頃
か
ら
互
い
の
弱
み
を
補
い
、

強
み
を
か
け
合
わ
せ
る
こ
と
が

市
民
活
動
の
理
想
的
な
姿
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ふじのくに西部ＮＰＯ活動センター長
鈴木 恵子 さん

新野未来塾会長
杉本 謙二 さん

地域の課題を解決しようと活動している団体を紹介します

新野未来塾
●新野カカシ祭り（写真上）
　毎年、市内各所から趣向を凝らしたカカシを募集。出展し
てもらったカカシを新野川の堤防沿いに並べて人気投票を実
施している。教育委員会主催の体験活動「灯台村塾」では、子
どもたちへカカシづくり講習をする「かかし村」も実施し、子
どもの地域活動参加を促している。
●史跡整備とハイキング（写真中）
　新野左馬助公の居城である舟ヶ谷の城山やその詰

つめ

城
じろ

、それ
らを巡るハイキングコースの整備。整備だけでなく、歴史遺
産を後世に伝えるためのハイキングイベントも実施してい
る。
●新野川クリーン作戦（写真下）
　河川敷の草刈りやコスモスの種をまくなど、きれいな新野
川を守る河川愛護活動。新野未来塾主催で始まったが、現在
は地区全体の行事へと拡大している。

●大河ドラマ「おんな城主直虎」
　　　　　応援プロジェクトへの参加
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取
材
を
終
え
て

今
回
取
材
し
た
新
野
未
来
塾

は
、
活
動
を
地
域
ぐ
る
み
の
も

の
へ
発
展
さ
せ
る
な
ど
の
成
果

が
認
め
ら
れ
、
県
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
推
進
協
議
会
か
ら

平
成
28
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
賞
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
団
体

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
担
い
手
不
足

を
課
題
に
挙
げ
る
。

「
例
え
ば
カ
カ
シ
祭
り
の
一

部
だ
け
参
加
し
て
み
よ
う
で
も

構
わ
な
い
」
新
野
未
来
塾
へ
の

取
材
の
中
で
出
て
き
た
言
葉
。

市
民
活
動
へ
の
参
加
の
ハ
ー
ド

ル
が
下
が
る
一
言
だ
っ
た
。
多

く
の
団
体
に
お
い
て
活
動
目
的

は
違
え
ど
、
そ
の
背
景
に
あ
る

の
は
「
御
前
崎
愛
」。

一
緒
に
や
ろ
う
。
一
歩
踏
み

出
し
て
み
よ
う
。
そ
ん
な
思
い

が
今
後
の
御
前
崎
を
支
え
る
の

だ
ろ
う
。�

（
終
） ▲コミュニティ活動賞授賞式

●補助対象団体
・御前崎市を活動拠点とし、構成員が5人以上であり、そのうちの半数以上が市内に在住していること
・政治、宗教または営利を目的としていない団体であること
・イベントなどのために一時的に組織された団体でないこと
●補助対象活動
・市内で実施する活動
・地域の課題などに自主的・自立的に取り組む活動
・地域の景観や歴史文化などを生かした地域活性化につながる活動
・地域活性化に効果的なイベントなどの活動（まちおこしイベントなど）
●補助活動の区分と補助金額

補助活動の区分 補助対象経費 補助率 補助額 備考

手作り施設整備活動
①ミニ公園、遊歩道、花壇、看板などの整備に
係る原材料費の購入費
②重機などの機器借り上げに要する経費

10 分の 10 30 万円
以内

複数年にわたる同一活動
における補助は３年を限
度とします。人づくり等育成活動

講演会や講習会などの人材育成活動に要する報償
費、旅費、需要費、役務費、使用料およびレンタル料、
その他経費

10 分の 10 20 万円
以内

地域活性化のための活動 イベントなどに要する報償費、旅費、需要費、
役務費、使用料および借り上げ料、その他経費 10 分の 10 20 万円

以内

手作り施設整備活動
【フォローアップ型】

①ミニ公園、遊歩道、花壇、看板などの整備に
係る原材料費の購入費
②重機などの機器借り上げに要する経費

2分の 1 15 万円
以内

手作り施設整備活動補助
を既に３回受けた団体が
対象となります。

補助額は平成 28年度のものです。

　市民の皆さんが、日々の生活の中で培ったアイデアや技能などを最大限
に発揮し、御前崎市が元気なまちとなるよう、市では、まちづくりや人づ
くりなどを自発的に取り組んでいる活動団体に、補助金を交付しています。
また、「市民活動なんでも相談会 in 御前崎」を定期的に開催し、活動を始め
ようとしている人、活動中の人を対象にサポートしています。

市民活
動を
応援！

御前崎市まちづくり活動支援補助金

　市民活動やＮＰＯ活動において、皆さんが抱え
ているさまざまな悩みや問題を一緒になって解決
していきます。
　「地域にかかわってみたい！」「ＮＰＯって何？」
「社会貢献活動をしてみたい」「企業としてできる
社会貢献を考えてみたい」という人も大歓迎です
ので、お気軽にご相談ください。

日　　時：毎月第３木曜日　
　　　　　14 時～ 17 時
　  　　 （予約状況により変更になることがあります。）
場　　所：御前崎市役所　会議室
予　　約：必要
備　　考：おおむね１団体１時間程度
申し込み：秘書政策課
　　　　　☎０５３７- ８５- １１６１

「市民活動なんでも相談会 in 御前崎」
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Omaezaki City Information

02 「無許可」の不用品回収業者に注意してください

問い合わせ　環境下水道課　☎０５３７�１１６２

01 平成28年火災・救急・救助出動状況～火災・救急件数が増加～

問い合わせ　市消防本部・消防署　☎０５３７�２１１９

市消防本部は、市内における平成28年中に発生した火災・救急・救助の概要を取りまとめました。
火災は前年より３件増え、14件発生しました。内訳は、建物火災が7件（増減なし）、枯れ草火災などのその
他の火災が７件（４件増）です。主な出火原因は、火気取り扱いの不注意が多数を占めており、火災の損害額は
７３２.６万円となりました。
救急出動件数は１２０４件で、搬送人員は１１３１人となります。そのうち６割を65歳以上の高齢者が占め
ています。救助出動件数は15件で、交通事故が６件、水難事故が４件、火災が２件、その他の事故が３件です。
救急車を本当に必要としている人のために「救急車の適正利用」と、住宅火災による死傷者を防ぐために「住
宅用火災警報器の設置」をお願いします。

◇火災種別出動状況
区　分 平成27年 平成28年 増　減
建　物 ７ ７ 0
林　野 ０ ０ 0
車　両 １ ０ －１
船　舶 ０ ０ 0
その他 ３ ７ ４
合　計 11 14 ３

◇年齢区分別搬送人員
区　分 平成27年 平成28年 増　減
新生児 ０ ０ 0
乳幼児 46 35 －11
少　年 30 45 15
成　人 353 342 －11
高齢者 656 709 53
合　計 1085 1131 46
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不
用
品
回
収
詐
欺
が
増
加

最
近
市
内
で
は
、不
用
品（
冷

蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
布
団
な
ど
）

の
処
分
方
法
が
分
か
ら
ず
困
っ

て
い
る
人
の
心
理
に
付
け
込
ん

だ「
不
用
品
回
収
詐
欺
」が
増
加

し
て
い
ま
す
。「
無
料
」
と
言
い

な
が
ら
、
高
額
な
処
分
費
を
請

求
し
た
り
、
処
分
を
依
頼
し
て

い
な
い
高
額
な
家
具
や
家
電
を

勝
手
に
持
っ
て
い
っ
た
り
す
る

業
者
が
い
ま
す
。
こ
う
し
た
悪

質
な
不
用
品
回
収
業
者
に
は
、

空
き
地
な
ど
で
回
収
し
て
い
る

業
者
や
市
内
を
巡
回
し
て
回
収

し
て
い
る
業
者
な
ど
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
業
者
の
中
に
は
、

回
収
し
た
不
用
品
を
山
な
ど
に

投
棄
し
た
り
、
環
境
対
策
を
せ

ず
に
不
用
品
を
破
壊
し
て
土
壌

を
汚
染
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
た
め
、
の
ち
に
思
わ
ぬ
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

悪
質
業
者
に
は
断
固
拒
否

悪
質
な
不
用
品
回
収
業
者
を

寄
せ
付
け
な
い
た
め
に
は
、「
無

料
」と
い
う
言
葉
に
つ
ら
れ
ず
、

強
引
な
業
者
で
も
、
は
っ
き
り

と
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
万

が
一
、
不
当
に
高
額
な
回
収
費

用
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

に
は
、
取
り
返
す
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
す
ぐ

に
市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
処
分
方
法
が
わ
か
ら

な
い
不
用
品
は
、
販
売
店
や
市

環
境
下
水
道
課
、
環
境
保
全
セ

ン
タ
ー
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
先

【
不
当
な
請
求
に
つ
い
て
】

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
３
７
�
１
１
１
７

【
処
分
方
法
に
つ
い
て
】

環
境
下
水
道
課

☎
０
５
３
７
�
１
１
６
２

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
４
８
�
０
０
４
４
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平
成
29
年
御
前
崎
市
成
人
式

が
１
月
８
日
、
市
民
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。３
８
３
人
が

新
成
人
を
迎
え
、
そ
の
う
ち

２
９
６
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

新
成
人
ら
は
、
友
人
と
の
久

し
ぶ
り
の
再
会
に
喜
び
、
互
い

の
近
況
を
報
告
し
合
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、栁
澤
市
長
が「
成

人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
本
日
、
晴
れ
て
大
人

の
仲
間
入
り
を
さ
れ
、
法
的
に

も
社
会
の
一
員
と
し
て
貴
重
な

権
利
と
義
務
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
同
時
に
、
独
立
し
た
個
人

と
し
て
、
社
会
に
対
し
責
任
の

あ
る
行
動
を
期
待
さ
れ
る
厳
粛

な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と

と
な
り
ま
す
。
家
族
愛
や
友
情

な
ど
、
自
分
を
支
え
て
く
れ
た

人
々
へ
の
感
謝
を
い
つ
も
忘
れ

ず
に
、
大
き
く
羽
ば
た
い
て
く

だ
さ
い
。
洋
々
と
し
た
大
海
原

に
、
夢
と
希
望
を
乗
せ
て
船
出

し
て
ゆ
く
皆
さ
ん
の
前
途
に
、

祝
福
と
心
か
ら
の
エ
ー
ル
を
お

送
り
し
ま
す
」
と
新
成
人
の
門

出
を
祝
い
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
、
瀬
戸

口
利り

樹き

さ
ん（
塩
原
）と
大
塚
日

菜
子
さ
ん（
女
岩
区
）
が「
成
人

し
た
こ
と
で
、
社
会
の
一
員
と

し
て
成
せ
る
こ
と
が
増
え
、
こ

れ
か
ら
先
の
人
生
に
大
き
な
期

祝成人
　新たなる門出 -平成29年１月８日 -

123
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恩師から
  新成人へ

これからはみんなが
支える番です。頼れ
る人間を目指し、一
歩ずつ成長してくだ
さい。

浜岡中学校
３年主任（当時）

片山　泰さん

おめでとうございま
す。笑顔と体を大切
に、これからもがん
ばってください。

浜岡中学校
３年１組担任（当時）

池田佳将さん

これからもみんなと
つながっていたいで
す。灯台前の旅館に
いるので気軽に来て
ください。

浜岡中学校
３年２組担任（当時）

松林千鳥さん

おめでとうございま
す。郷土である御前
崎市の発展のため頑
張ってください。

浜岡中学校
３年５組担任（当時）

浦海俊次さん

立派になったみんな
を見てうれしいで
す。やりがいを見つ
けて楽しく過ごして
ください。

浜岡中学校
３年３組担任（当時）

増田有希さん

成人おめでとうござ
います。悔い無き人
生を歩んでいってく
ださい。

浜岡中学校
３年４組担任（当時）

青島直道さん

これまでの 20年間
を支えてくれた多く
の人に感謝し、胸を
はれる大人になって
ください。

御前崎中学校
３年１組担任（当時）

山本名菜子さん

市を支える大人に
なってください。成
人おめでとうござい
ます。

浜岡中学校
３年６組担任（当時）

本目あきこさん

待
や
希
望
を
抱
い
て
い
ま
す
。

き
っ
と
、
ど
ん
な
試
練
も
乗
り

越
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
、
そ
ん
な
自
信
と
と
も
に

前
を
向
い
て
進
ん
で
行
き
た
い

で
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

市
内
で
農
業
や
理
髪
店
な
ど

を
営
み
、
各
分
野
で
活
躍
し
て

い
る
市
民
か
ら
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
上
映
で
は
、「
与
え
ら
れ

る
人
で
は
な
く
与
え
る
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
」「
一
日
一
日
を

大
切
に
」「
回
り
道
も
大
事
」
と

い
っ
た
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
飯
塚
翔
太

さ
ん（
ミ
ズ
ノ
）と
、
リ
オ
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の

岡
村
正
広
さ
ん
か
ら
も
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
飯

塚
さ
ん
は「
笑
顔
は
み
ん
な
も

自
分
も
幸
せ
に
す
る
」、
岡
村

さ
ん
は「
継
続
は
力
な
り
」の
言

葉
を
そ
れ
ぞ
れ
紙
に
書
き
、
新

成
人
を
祝
い
ま
し
た
。

125開式を待つ間友人との会
話や記念撮影で盛り上がる姿が
あちこちで見られた3飯塚翔太
さんのメッセージが上映された
4きらびやかな帯が新成人女
性を彩る6テレビ局のインタ
ビューも受けた7ＳＮＳ「イン
スタグラム」を模した「オマス
タグラム」パネルで記念撮影

7

456
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市民の生命守る救急車を更新
市消防本部への救急自動車引渡式が１月18日、
消防庁舎で執り行われ、関係者約40人が出席しま
した。栁澤市長は「新しい救急車で多くの市民の生
命を救ってほしい」とあいさつし、消防長へ車両の
鍵を贈呈しました。

シアワセなミライを語ろう
「小中学生と市長が御前崎の未来を語る会」が1
月18日、市役所で開催され、市内小中学生代表14
人が参加しました。「住みたいと思う御前崎」という
テーマでは、「市民自らもっと良くしていこうと考え
ていくまち」など多くの意見が出ました。

殿岡恭一さんの長寿を祝う
１月４日に１００歳の誕生日を迎えた殿岡恭一さ
ん（中町）を１月23日、栁澤市長が訪ね、祝い状や
花束を贈り長寿を祝いました。毎朝、ラジオ体操や
乾布摩擦を続け、好き嫌い無く食べることが恭一さ
んの長生きのこつだそうです。

カツオのおいしさを実感
市健康づくり食生活推進協議会が、かつお節を
使った食育体験を１月23日、高松幼稚園で実施し、
年長園児21人が参加しました。園児らが削ったか
つお節からとれただしを使ってみそ汁を作り、地元
特産物のカツオのおいしさを味わいました。

みんな仲良く優しい心を育む
市人権擁護委員研究会による人権教室が１月27
日、浜岡保育園で開催され、園児ら74人が参加し
ました。同会の委員は、話や絵本の読み聞かせを通
じて、命を大切にしてみんなで仲良くすることを伝
えました。

協力して守ろう地域の文化財
「文化財防火デー」に合わせ文化財を火災や震災な
どから守るため、消防訓練が１月29日、高松神社
で実施され、消防署・消防団・地域の住民ら約60
人が参加しました。放水訓練の他にも、通報の手順
や消火器の使い方などをあらためて確認しました。

OMAEZAKI 8



まちかど探訪
-Event of omaezaki-

「第16回新春一輪車１時間マラソン大会」が浜岡総
合運動場で開催され、御前崎市と掛川市の小中学生
58人が参加しました。参加者は、一輪車に乗って
４００㍍トラックを１時間走りつづけ、総距離を競い
合いました。当日は雪も降るほどの寒さの中、子ども
たちは元気いっぱいに走っていました。

寒さに負けず目指せ好記録

◀一生懸命ペダルをこぎ自己ベストを目指す

１/14

第12回御前崎市駅伝大会が開催され、市内外から
過去最多となる81チームが参加しました。それぞれ
のチームが一丸となりタスキをつなぎ、７区間19.2㌔
を力走し、見事佐倉ＡＣが５連覇を果たしました。
【総合順位】　１位：佐倉ＡＣ　２位：高松走友会
　　　　　　３位：体協陸上部ＯＢ

タスキつないで市内を力走

◀勢いよくスタートしていく選手たち

１/22

親子３代で楽しめる童話オペラ「泣いた赤鬼」が市民
会館で上演され、市内外から約５００人が来場しまし
た。舞台には地元の小中学生も村の子役として参加し
盛り上げました。役者が観客席まで下りてきたり、会
場全体で歌ったりと飽きさせない工夫が凝らされ、オ
ペラになじみのない子どもたちも見入っていました。

無償の愛描いた童話オペラ

◀赤鬼と村の子たちが「かごめかごめ」で遊ぶ場面

第13回おまえざきソフトボール講習会が浜岡総合
運動場多目的広場で開催され、県内の中高生約２００
人が参加しました。ＮＥＣプラットフォームズ女子ソ
フトボール部の選手らが、送球や捕球などソフトボー
ルの基礎を指導しました。中高生らは真剣な表情で少
しでも技術が身につくよう汗を流しました。

目指せ！東京五輪代表選手

◀理想的な投球フォームを学ぶ参加者

１/28

１/29
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No.14

照　会　社会教育課　☎０５４８�１１２９
　　　　　　「おんな城主 直虎」
応援プロジェクト
大河ドラマ

新野左馬助親矩

原
子
力
講
演
会『
放
射
線
と
が
ん
』

～
放
射
線
医
が
見
た
福
島
の
現
状
～

特別編

▲放射線や生活習慣によるがんのリスク
　（出典：国立がん研究センターホームページ）

▲松岳院跡

▲直虎と祐椿尼の
　戒名が刻まれた位牌

直虎の母 祐
ゆ う

椿
ち ん

尼
に

井伊家と新野家は、井伊家当主直盛と新野左馬助
公の妹である祐椿尼の結婚により、絆が大変強いも
のになった。大河ドラマでは、財前直見さんがおと
わ（直虎）の母親「千

ち
賀
か
」役を演じている。祐椿尼は、

直盛が桶狭間で戦死後、龍潭寺境内に庵
あん
（松岳院）を

結び、出家して夫の冥福を祈る生活を送った。
祐椿尼の果たした役割は、左馬助に劣らず大きな
ものだったと考えられる。一つ目は、永禄５年（1562
年）直親の死後、虎松（後の井伊直政）を連れ兄の左
馬助にかくまってもらい、虎松を殺害の危機から
救った。そして、次郎法師を直親の後継者として井
伊家の惣領としたこと。二つ目は、天正３年（1575
年）、直政の家康への出仕に成功したことである。
このとき、直虎とともに直政に小袖を与えたと伝え
られている。
祐椿尼は天正６年（1578年）に松岳院で没し、法
名は松

しょう
岳
がく
院
いん
殿
でん
寿
じゅ
窓
そう
祐
ゆう
椿
ちん
大
だい
姉
し
。龍潭寺に安置されてい

る位牌には、直虎とともに祐椿尼の戒名が刻まれて
いる。

『
放
射
線
と
が
ん
』を
演
題
に
原

子
力
講
演
会
が
1
月
25
日
、
菊
川

文
化
会
館
ア
エ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
に
よ
る
放
射
線
が
私
た
ち
の

健
康
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の

か
、
放
射
線
と
が
ん
の
因
果
関
係

に
つ
い
て
、
東
京
大
学
医
学
部
附

属
病
院
放
射
線
科
准
教
授
の
中
川

恵
一
氏
が
講
演
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
が
ん
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
説
後
、
福
島
事
故
で
一
般

住
民
に
起
こ
り
得
る
健
康
被
害
は

発
が
ん
の
リ
ス
ク
上
昇
し
か
な
い

こ
と
や
避
難
生
活
で
の
生
活
習
慣

が
発
が
ん
リ
ス
ク
を
上
昇
さ
せ
る

こ
と
、甲
状
腺
が
ん
の
実
態
な
ど
、

福
島
事
故
が
も
た
ら
し
た
放
射
線

の
影
響
だ
け
で
な
く
普
段
の
生
活

習
慣
で
の
発
が
ん
リ
ス
ク
に
つ
い

て
も
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

福
島
事
故
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

住
民
が
3
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下

の
被
ば
く
で
あ
り
、１
０
０
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
で
は
発
が
ん
リ

ス
ク
を
検
出
す
る
の
が
難
し
い
よ

う
で
す
。
ま
た
、
喫
煙
は
放
射
線

を
２
０
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
被

ば
く
す
る
の
と
同
程
度
で
あ
り
、

生
活
習
慣
が
日
本
人
の
が
ん
の
発

生
を
増
や
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

私
た
ち
は
、
放
射
線
が
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
、
常
に
正
し
い
知

識
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
い
え
ま
す
。

放射線の線量
（㍉シーベルト）

がんの
相対リスク 生活習慣因子

1000～2000 1.8
1.6 喫煙者
1.6 大量飲酒（毎日３合以上）

500～1000 1.4 大量飲酒（毎日２合以上）
1.22 肥満（BMI≧30）

200～500 1.19
1.15～1.19 運動不足

100～200 1.08
1.06 野菜不足

井伊直宗

井伊直平
【前田吟】

井伊家

新野左馬助
親矩の娘
【あやめ：光
浦靖子】

井伊直虎
（次郎法師）
【柴咲コウ】

新野家

井伊直盛
【杉本哲太】

新野左馬助
妹（祐椿尼）
【千賀：財前

直見】

新野左馬助
親矩

【苅谷俊介】

▲祐椿尼を中心とした相関図
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中学校に向けて

「アカウミガメ」と
　　　　　「ほっかり」の学校

浜岡東小学校６年１組

伊
い

藤
とう

 幸
こう

大
だい

 さん

ぼくは中学校までの残り２
カ月半で、６年間の復習をし、
課題を克服したいです。
中学校では小学校の発展
問題が多くなると思います。
だから６年間やってきた勉
強を復習してから中学校へ
行った方が良いと思いまし
た。そのために復習のやり
方に気をつけています。ノー
トがぐちゃぐちゃだと後で
見てもわからなくなります。
だから、これからどの文を
どこに書くか、どのように
まとめるのかを気をつけて

いきます。
課題は、算数の計算や国語

の漢字のミスを減らすことで
す。テストの時、見直すこと
をがんばりました。しかし、
中学校では問題数が多くなる
と思うので、解くときからミ
スを少なくしていきたいです。
このように中学校に向けて
復習と課題を克服することを
大切にしていきます。残りの
テストや自分学習でも意識し
てがんばり、良い中学校のス
タートをきれるようにしたい
です。

『ほっかりいっぱい』
　御前崎小学校の校舎に掲げて
ある子どもたち（通称みさきっ
子）の合言葉です。「ほっかり」と
は「お互いの良さに気づく温か
な心」のことです。
　学級や縦割り班の友達の良
さを見つけ、言葉や作文に表
すことで良さを認め合い、自
分にもその良さを取り入れて
います。「ほっかり」をホーム
ページで紹介したり、保護者
の方々から募集したりもして
います。
　また、約40年間続けている

のがアカウミガメの飼育です。
５年生が中心となり、毎日欠か
さずエサを与えたり、成長を記
録したりしています。７月には、
広大な太平洋へ放流します。全
校児童が見守る中、成長したア
カウミガメが波に乗って旅立つ
姿は感動的です。
　さらに、みさきっ子は、海に
向かってウォークラリーをする
「潮干狩り遠足」や、カヌーやス
タンドアップパドルに挑戦する
「マリンスポーツ体験」など、海
に関わる活動にも積極的に取り
組んでいます。

▶御前崎小学校
　児童数　２３９人
　校　長　増田克之
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渡瀬 孝則 さん

わたせ　たかのり（大山・35）
株式会社榛原電業所属。趣味はサー
フィンだが家族との時間優先。

ひた向きに重ねた努力で全国に

全
国
大
会
の
経
験
を
糧
に

電
気
工
事
の
技
術
を
競
う
第
２

回
電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大
会

が
11
月
25
日
、
両
国
国
技
館
で
開

催
さ
れ
た
。
渡
瀬
孝
則
さ
ん
は
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
４
人
に
選
ば

れ
、
こ
の
大
会
に
静
岡
県
勢
と
し

て
初
出
場
を
果
た
し
た
。「
今
ま
で

磨
い
て
き
た
技
術
力
を
認
め
ら
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
。
不
安
も
あ
っ

た
が
、
自
分
が
ど
れ
だ
け
や
れ
る

か
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」

と
渡
瀬
さ
ん
は
当
時
の
心
境
を
率

直
に
話
し
て
く
れ
た
。

競
技
は
、
与
え
ら
れ
た
図
面
と

指
示
書
を
基
に
、
約
２
㍍
四
方
の

板
を
使
っ
て
配
線
や
コ
ン
セ
ン
ト

の
設
置
な
ど
を
３
時
間
以
内
に
終

わ
ら
せ
る
と
い
う
も
の
。
出
場
が

決
ま
っ
て
か
ら
約
２
カ
月
間
、
仕

事
の
合
間
を
縫
っ
て
、
丁
寧
に
作

業
す
る
こ
と
を
心
掛
け
練
習
を
重

ね
た
。「
大
会
当
日
は
緊
張
も
あ
っ

た
が
、
全
国
レ
ベ
ル
の
技
術
を

持
っ
た
人
た
ち
と
競
う
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
い
い
刺
激
を
も
ら
っ

た
」と
振
り
返
る
。

経
験
を
受
け
継
ぐ

渡
瀬
さ
ん
は
６
年
前
、
手
に
職

を
つ
け
働
き
た
い
と
思
い
、
電
気

工
事
の
業
界
に
足
を
踏
み
入
れ

た
。「
全
く
の
未
経
験
で
大
変
な
こ

と
も
多
か
っ
た
が
、
職
場
の
人
に

支
え
ら
れ
、
こ
う
し
て
大
会
に
出

ら
れ
る
ま
で
に
成
長
で
き
た
」
と

感
謝
の
気
持
ち
を
語
る
。

「
自
分
が
支
え
て
も
ら
っ
た
分
、

今
度
は
後
輩
を
支
え
た
い
。
後
輩

に
は
た
く
さ
ん
の
経
験
を
積
ん
で

技
術
を
向
上
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
。
そ
の
た
め
に
自
分
に
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
ど
ん
ど
ん
協
力
し

た
い
」
と
後
輩
の
育
成
に
も
意
欲

を
見
せ
た
。

常
に
上
を
目
指
し
て

渡
瀬
さ
ん
の
今
の
目
標
は「
１

級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士
」
の

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
。「
こ
の
資

格
を
取
る
こ
と
は
自
分
の
技
術
力

の
証
に
な
る
し
、
会
社
が
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
向
上
に
も
つ

な
が
る
。
自
分
の
成
果
が
会
社
の

成
果
に
つ
な
が
る
か
ら
よ
り
一
層

や
る
気
が
わ
く
。
お
と
と
し
、
一

度
受
験
し
て
み
て
手
応
え
を
感
じ

た
。
再
挑
戦
し
て
今
度
こ
そ
合
格

し
た
い
」
と
資
格
取
得
へ
思
い
を

寄
せ
る
。

会
社
や
周
り
の
人
の
役
に
立
ち

た
い
と
、
常
に
知
識
や
技
術
向
上

を
目
指
し
、
努
力
を
続
け
る
渡
瀬

さ
ん
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し

た
い
。
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待
望
の
展
示
館
オ
ー
プ
ン

新
野
左
馬
助
公
と
同
武
将
を

顕
彰
し
た
故
鈴
木
東
洋
先
生
の

功
績
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

「
新
野
左
馬
助
公
展
示
館
」が
１

月
15
日
、
新
野
地
区
で
開
館
し

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
大
河
ド

ラ
マ「
お
ん
な
城
主
直
虎
」で
新

野
左
馬
助
役
を
演
じ
る
苅
谷
俊

介
さ
ん
も
出
席
し
、
開
館
を
祝

い
ま
し
た
。

同
展
示
館
は
、
医
師
で
あ
っ

た
鈴
木
先
生
の
旧
邸
を
改
装
し

た
も
の
で
、
鈴
木
先
生
が
研
究

し
た
新
野
地
区
の
史
跡
を
伝
え

る
資
料
や
写
真
な
ど
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

観
覧
案
内

開
館
時
間

　
10
時
～
16
時

休
館
日

　
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始

電
話

　
０
５
３
７
�
３
２
１
０

ア
ク
セ
ス

住
所

　
御
前
崎
市
新
野
１
６
５
０

駐
車
場

観
光
案
内
所
「
よ
っ
て
か
ま

い
」（
新
野
公
民
館
駐
車
場

も
利
用
可
）

新野左馬助公
　展示館開館

菊川市

御前崎市

新野公民館
（駐車場利用可）

よってかまい
（展示館駐車場）

県道37号

左馬武神社
（左馬助公墓所）

新野左馬助公展示館
（旧鈴木医院）

Ｎ

1開館を祝いテープカット2「舟ヶ谷の
城山」の縮尺模型を熱心に見る苅谷俊介
さん34左馬助公を中心とした史跡や
歴史資料を紹介

1

2

3

4
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人　口 33,342（－16）
男　 16,893（－６）
女　 16,449（－10）
世帯数 11,923（－９）

（平成29年１月末日現在の速報値）

御 前 埼 灯 台 の 夜 の 姿。
１４２年という長い歳月、海
の安全を見守ってきた御前埼
灯台が34年ぶりに改修され、
白亜の灯台がよみがえりまし
た。今回の工事では、れんが
で作られている構造が確認で
きる小窓も新たに設置され、
貴重な姿も見ることができる
ようになりました。

早いもので年が明け、あっ
という間に２月です。先日、
17時半すぎに職場の電話が
鳴りました。電話の相手は県
広報協会。内容は・・・な、
なんと県広報コンクールの２
部門で作品がそれぞれ優秀賞
に入ったとの速報！広報の部
は成人式を特集に組んだ平成
28年２月号。組み写真の部
では、祭りを取り上げた平成
28年11月号の15ページ。
チームで作り上げた広報
紙。思いも寄らないサプライ
ズにうれしさも倍増です。ぜ
ひ、ご覧ください。� Ｔ

　…税務課☎０５３７�１１１４
・軽二輪車（126㏄～250㏄以下）
　…軽自動車販売店協会浜松分室
　　☎０５３（４３５）４００１
・小型自動二輪（250㏄を超えるもの）
　…静岡運輸支局浜松自動車検査登録事務所
　　☎０５０（５５４０）２０５２
・軽自動車（660㏄以下の三・四輪車）
　…軽自動車検査協会静岡事務所浜松支所
　　☎０５０（３８１６）１７７７
照　会　税務課
　☎０５３７�１１１４

住宅・教育ローン利子
補給制度のお知らせ
◆住宅ローン
募集期間　３月31日㈮まで
対　象　市内在住で〈ろうきん〉住
宅ローンを利用する人

利子補給（融資）対象額　５００万
利子補給期間　10年間（返済期間
10年以上）

◆教育ローン
募集期間　３月31日㈮まで
対　象　市内在住で〈ろうきん〉教
育ローンを利用する人

利子補給（融資）対象額　２００万
利子補給期間　５年間（返済期間
10年、据置５年）
※詳細はお問い合わせください。
照　会　〈ろうきん〉小笠支店
　☎０５３７�７１１１

中東遠総合医療センタ
ー「特別医療講演会」
日　時　３月11日㈯10時～12時
場　所　中東遠総合医療センター
　３階大会議室
演　題　「前立腺がんに立ち向か
う最新鋭の手術支援ロボット
「ダヴィンチ」について」

講　師　浜松医科大学　泌尿器科
学講座　准教授　三宅秀明氏

対　象　どなたでも（参加費無料）

※申し込み不要
照　会　中東遠総合医療センター

経営戦略室
　☎０５３７�５５５５（代）

募　集 
invite information

市ホームページに掲載
するバナー広告を募集
掲載場所　市ホームページ
　　　　　トップページ下段
料　金　市内業者…月額5000円
　　　　市外業者…月額１万円
掲載期間　平成29年４月１日～
� 平成30年３月31日
申込締切　３月９日㈭
申込方法　市ホームページのトッ
プページ下段にある「広告募集」
のページから申請書をダウンロ
ードし、必要事項を記入の上、
添付書類とともに提出

照　会　秘書政策課
　☎０５３７�１１６１

３月は 
「自殺対策強化月間」
　悩んでいる人に気付き、声をか
け、話を聴き、必要な支援につな
ぐ「ゲートキーパー」の養成講座を
開催します。この研修会で話の聴
き方やこころの健康について学
び、身近な人の支えになってみま
せんか。
日　時　３月14日㈫15時～16時30分
� （受付：14時30分～）

場　所　静岡県中遠総合庁舎
　　　　西館２階２０４会議室
対　象　どなたでも参加可
定　員　60人（参加費無料）
申込締切　３月10日㈮
申し込み・照会　静岡県西部健康

福祉センター福祉課
　☎０５３８�２２５２
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お知らせ 
information

市文化協会作品展 
を開催します
　力作が多数そろっていますの
で、お誘い合わせのうえ、ぜひご
来場ください。
期　間　
　前期：２月21日㈫～26日㈰
　後期：２月28日㈫～３月５日㈰
場　所　市立図書館アスパル
展示作品　絵画・書道・写真・生
け花など

照　会　社会教育課
　☎０５４８�１１２９

図書館で聴く 
夜のジャズライブ
　図書館アスパルで夜のジャズラ
イブをお楽しみください。
日　時　２月26日㈰18時30分～
場　所　図書館アスパル
演　奏　小原ジャズクインテット
料　金　無料　※申し込み不要
※このライブに限り、ふたができ

る容器でアルコール以外の飲み
物を持ち込み可能です。また、
膝かけなどの防寒対策をお願い
します。

照　会　市立図書館アスパル
　☎０５３７�８１８１

アスパルの本を 
リサイクルします
　図書館アスパルで不要になった
本を、ご家庭で再活用していただ
くため「リサイクルブックフェア」
を実施します。
日　時　３月18日㈯市民限定
　　　　３月19日㈰参加制限なし
　　　　９時～16時45分
場　所　図書館アスパル
持ち物　本の持ち帰り用の袋など
照　会　市立図書館アスパル
　☎０５３７�８１８１

３月12日は津波避難 
訓練に参加しましょう
　津波避難の習熟を図るととも
に、成果や課題を整理し、今後の
取り組みに生かしていくことを目

的に、沿岸地域で津波避難訓練を
実施します。訓練へのご理解と積
極的な参加をお願いします。
※訓練当日は、訓練地震発生と訓
練大津波警報発令のサイレン・
同報無線による音声が、市内全
域で流れます。

日　時　３月12日㈰10時～12時
対象地域　池新田、高松、佐倉、
御前崎、白羽地区
※静岡県第４次地震被害想定の浸
水域を参考に設定しています。

照　会　防災課
　☎０５３７�１１１９

バイク・軽自動車の 
廃車手続きはお早めに
　軽自動車税の基準日は４月１日
です。平成29年３月31日までに
廃車処理が完了していない場合、
平成29年度分の軽自動車税がか
かります。軽自動車の廃車を検討
している人は、ご注意ください。
※車種によって問い合わせ先が異
なります。

問い合わせ先
・原動機付自転車（50㏄～125㏄以下）

対　象
平成29年４月１日現在、
市内に住所があり、次の
いずれかに該当する人
①満 75歳以上の人
②要介護または要支援の
認定を受けている人
③障害者手帳 ( 身体１級
～３級、療育、精神 )
を持っている人
※ただし、自動車の運転
免許証を持っている人、
市税などに滞納がある
人、特別養護老人ホー
ムに入所している人は
対象外となります。

　市では、高齢者や障がい者などの社会参加の促進を目的として、福祉タクシー
利用券を交付しています。対象者は、交付会場にて申請してください。交付日以
降は、浜岡地区の人は市役所福祉課、御前崎地区の人は御前崎支所で交付します。
持ち物　①対象者の認め印、②対象者と申請に来た人の本人確認ができるもの（保
険証、障害者手帳など）� 照　会　福祉課　☎０５３７�１１２１

地　区 日　程 時　間 会　場
御前崎地区 ３月 16日㈭ ９時 00分～ 11時 30分 御前崎文化会館白羽地区 ３月 16日㈭ 13時 00分～ 16時 00分

池新田地区 ３月 17日㈮ ９時 00分～ 12時 00分
13時 00分～ 16時 00分

市役所西側
原子力広報研修センター
（１０２会議室）

新野地区 ３月 22日㈬ ９時 00分～ 11時 30分 新野公民館
高松地区 ３月 22日㈬ 13時 30分～ 16時 00分 高松公民館
朝比奈地区 ３月 23日㈭ ９時 00分～ 11時 30分 朝比奈公民館
比木地区 ３月 23日㈭ 13時 30分～ 16時 00分 比木公民館
佐倉地区 ３月 24日㈮ ９時 00分～ 12時 00分 佐倉公民館

地区ごとに福祉タクシー利用券を交付します
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給食の人気メニ
ュー

～御前崎こども
園～

納豆サラダ

納豆 �  １カップ（40㌘）
ツナ缶 �  １/２缶
ニンジン �  20㌘
キュウリ �  １/２本
キャベツ �  20㌘
ベビーチーズ �  １個
タレ
　砂糖 �  小さじ１
　酢 �  大さじ１/２
　しょうゆ �  小さじ１
　ツナ缶の油 �  小さじ２

材料（４人分）

▶１人分=98kcal

1ニンジン、キュウリ、キャベツを1㎝
角に切り、チーズを5㎜角に切る。

2ニンジンを茹でる。キャベツも茹で
て水気をとる。

3砂糖、酢、しょうゆ、ツナ缶の油を合
わせ、たれを作る。

4全ての材料を混ぜ合わせる。

２

永
なが

田
た

壮
そう

佑
すけ

くん２歳
（門屋）

増
ます

田
だ

詠
えい

斗
と

くん１歳
（下朝比奈）

増
ます

田
だ

結
ゆ い と

柊くん２歳
（中原区）

鴨
かも

川
がわ

璃
り

久
く

くん３歳
（佐倉二区）

加
か

藤
とう

 結
ゆい

ちゃん２歳
（佐倉二区）

松
まつ

本
もと

 錬
れん

くん１歳
（塩原）

村
むら

松
まつ

香
か

穗
ほ

ちゃん１歳
（新野南）

沖
おき

 琉
りゅう

成
せい

くん１歳
（下朝比奈）

かわいい笑顔を募集します。

対 象： ４ 月 生 ま れ の １ 歳 ～ 

３歳児で、本コーナーへ掲載

されたことのない子

申込期間：３月６日㈪、７日

㈫の２日間、８時15分～17時

（最大８枠。先着順）

◆申込先：市役所秘書政策課

�  ☎０５３７�１１６１

このコーナーはケーブルテレビでも放送されます。


